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研究成果の概要（和文）：　日米欧亜市場の合弁データベースの構築と、多国籍企業の国際合弁行動にかんする仮説の
検討、国際ビジネスにかんするデータ収集をおこなった。まず、これまでに収集してきた1987-2005年の日米欧市場の
国際合弁データに、最新の国際合弁データを加え、データベースの構築を進めた。あわせて、本研究で新たに検討する
日本企業とアジア企業（東アジア、東南アジア等）の国際合弁の分析についても検討を進めた。また、国際合弁だけで
なく完全子会社等の幅広い出資形態を含め、生産や販売、開発等の幅広い事業機能を含む国際ビジネスの動向の分析に
ついても検討・実施した。
　これらの研究成果の一部は学会や書籍・論文等で発表した。

研究成果の概要（英文）：We have constructed joint venture databases in Japan/Europe/US, developed 
operational hypotheses related to international joint venture partnership of MNEs and collected data of 
international business.For the database construction, we added latest international joint ventures in 
addition to our data collected in previous studies. In addition, we studied analysis for international 
joint ventures between Japanese and European firms which is newly developed in this study.We also studied 
analysis for broad investment forms (such as wholly owned subsidiaries) and multiple business functions 
(such as sales, production and R&D) of international business.Part of our research results have already 
been presented at academic conferences, books and journals.

研究分野： 経営学
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１．研究開始当初の背景 
 知識を組織的に活用する能力を指すコ
ア・コンピタンスは、企業の長期競争優位
性を説明する概念として、学術・実務分野
で広く知られている。この企業観にもとづ
いて、現代企業における国際合弁の第一目
的はパートナーから知識を学習することに
あり、合弁パートナーは相互に相手から学
習する上で競争関係にあるという、学習競
争的な見方が欧米の研究者によって指摘さ
れてきた。とくに、国際合弁における欧米
パートナーからの学習が日本企業の能力構
築の有力な経路の一つとなった、と主張し
た。同時に、日本企業の合弁行動の特徴と
して、すぐれた学習能力のもとで自社の学
習のみを優先し、この目的を達成した後は
合弁から即時退出するという見方も強調さ
れてきた。 
ただし、このような合弁の継続・解消に

かかわる企業行動の見方かんする妥当性に
ついては、充分に検証されていない。とく
に、THH の合弁継続・解消行動にかんする
議論は再検討の余地があることを、
J.F.Hennart（本研究協力者）らが Strategic 
management journal 誌の論文で実証した。日
本企業の合弁行動にかんする THH を検証
したのは日本人ではなく、海外の研究者で
あった。この研究に続いて同氏と石井（本
研究代表者）が共同でこれまで実施してき
たのが、日米欧市場の国際合弁研究（若手
研究 B、H17-19 および H20-22）である。 

 
２．研究の目的 

本研究は、上記のこれまでの国際合弁研
究を以下の点で発展させるものである。 
第一に、従来の日米欧を対象とした分析

から、これにアジアの市場・企業を加えた
国際比較分析へと発展させることである。
アジアを分析対象に加える理由は、これま
での研究発表等で得た THH はとくに中
国・韓国企業にあてはまるという指摘があ
り、またそのような事例の存在も確認され
るためである。また、多国籍企業にとって
アジアビジネスやアジアの合弁パートナ
ーの重要性の高まりもある。 
第二に、分析期間の拡大である。本研究

で新たに分析する近年の世界経済動向で
は、BRICS 等の新興国における急速な経
済発展や、経済連携協定等による特定地域
内・二国間の貿易の拡大もみられた。また、
わが国では長期的な景気低迷の中で、持株
会社・三角合併の解禁や外資誘致策も進め
られている。これらの新たな経済状況下に
おける企業の国際合弁行動の特徴を明ら
かにする。 
 第三に、合弁における役員編成という、
本研究で焦点を当てる親会社の合弁出資

行動と深くかかわる変数を分析対象に含
むことである。この合弁組織にかんする新
たな分析視点を加えることで、戦略と組織
の双方の観点を含む、理論的・実践的・政
策的な示唆を得ることが期待できる。 

第四に、分析データを国際合弁から完全
子会社も含めた複数の投資形態にまで拡
大し、投資形態別の出資戦略を分析する。
これにより、企業の海外投資戦略や外資系
企業による対内投資戦略といった国際投
資戦略の文脈における、企業の国際合弁行
動の特性を明らかにできる。 
 
３．研究の方法 
本研究では、企業の合弁パートナーシッ

プ行動（合弁の継続・解消）について、国
際比較分析をおこなった。まず、東洋経済
新報社の『海外進出企業総覧』と『外資系
企業総覧』をもとに、1987～2014 年の日米
欧亜市場の国際合弁における親会社の出資
行動にかんする企業属性間・市場間・合弁
組織属性間で比較した。データの収集・分
析と並行して、操作仮説の提示および理論
構築を目的とした事例分析やパイロットス
タディも実施した。 
 
４．研究成果 
 日米欧亜市場の合弁データベースの構築
と、多国籍企業の国際合弁行動にかんする
仮説の検討、国際ビジネスにかんするデー
タ収集をおこなった。 
 ま ず 、 こ れ ま で に 収 集 し て き た
1987-2005 年の日米欧市場の国際合弁デー
タに、最新の国際合弁データを加え、デー
タベースの構築を進めた。あわせて、本研
究で新たに検討する日本企業とアジア企業
（東アジア、東南アジア等）の国際合弁の
分析についても検討を進めた。また、国際
合弁だけでなく完全子会社等の幅広い出資
形態を含め、生産や販売、開発等の幅広い
事業機能を含む国際ビジネスの動向の分析
についても検討・実施した。 
 これらの研究成果の一部は書籍『国際協
働のマネジメント』（千倉書房）や研究ノー
ト「トヨタ自動車における輸出と海外生産
の展開」『経営研究』等ですでに発表した。
また、本研究の代表者・分担者とあわせて、
従来から研究補助者としてかかわっている
大学院生についても、一部の研究について
は教育効果を得ることも視野に入れて研究
に参画することを検討・実施した。その成
果の一部は、2014 年度に日本経営学会が招
聘し、明治大学で開催された国際的な経営
学会の連合体 International Federation of 
Scholarly Association of Management の



研究大会にて英語による研究発表（４つの
発表）をおこなった。その内訳は、１つは
研究代表者と研究分担者の共同発表、３つ
は研究代表者と研究補助者（大学院生）の
共同発表であった。これらの発表内容の一
部はフルペーパーの論文（英語）として、
同研究大会の査読を経て、Proceedings に
も所収された。さらに、これらの研究発表
をベースに、データ収集・分析および理論
的検討をおこない、その内容を論文等で公
表する準備もおこなった。 
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